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メトリブジン（CAS no. 21087-64-9） 

 
文献信頼性評価結果 
 

示唆された作用 
エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ － － － ○ ○ － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
メトリブジンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、視床下部―

下垂体―甲状腺軸への作用を示すこと、試験管内試験の報告において、ステロイド産生影響を示す

ことが示唆された。 
なお、米国環境保護庁の EDSP においては、メトリブジンについて甲状腺ホルモン様作用または

抗甲状腺ホルモン様作用を確認するために幼生期両生類成長発達試験 LAGDA を実施する対象物

質としている。 
 
(１)生殖及び甲状腺影響(今回評価対象とする EDSP 試験) 

 Bayer CropScience (2011)によって、メトリブジン(Bayer CropScience、94.4%) 60、120mg/kg/day
を 23 日齢から 53 日齢まで経口投与した雄 SD ラットへの影響(Male Pubertal Assay、最終投与

２時間後に剖検)が検討されている。その結果として、60mg/kg/day 以上のばく露群で血清中総

サイロキシン濃度の低値、血清中甲状腺刺激ホルモン濃度の高値、120mg/kg/day のばく露群で

肝臓絶対及び補正及び相対重量、甲状腺絶対及び補正重量、甲状腺・肝臓の組織病理学的検査

における異常所見発生率、臨床的兆候(流涎)発生率の高値の高値が認められた。なお、体重、

増加体重、包皮分離開始日、腎臓絶対及び補正及び相対重量、下垂体絶対及び補正及び相対重

量、副腎絶対及び補正及び相対重量、精嚢＋凝固腺絶対及び補正重量、前立腺腹葉絶対及び補

正重量、前立腺背側葉絶対及び補正重量、肛門挙筋＋球海綿体筋絶対重量、左右精巣上体絶対

及び補正重量、左右精巣絶対及び補正重量、血清中テストステロン濃度、腎臓・精巣・精巣上

体の組織病理学的検査には影響は認められなかった。 
 想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用、神経毒性 

EDSP では、甲状腺経路への潜在的作用を示す確定的な科学的根拠があるとの判断を示して

いる。 
 Bayer CropScience (2011)によって、メトリブジン(Bayer CropScience、94.4%) 60、120mg/kg/day
を 22 日齢から 42 日齢まで経口投与した雌 SD ラットへの影響(Female Pubertal Assay、最終投

与２時間後に剖検)が検討されている。その結果として、60mg/kg/day 以上のばく露群で肝臓相

対重量、臨床的兆候(流涎)発生率の高値、120mg/kg/day 以上のばく露群で血清中総サイロキシ

ン濃度の低値、甲状腺補正重量の高値が認められた。なお、体重、増加体重、卵巣絶対及び補

正重量、子宮絶対及び補正重量(wet 又は blotted)、腎臓絶対及び補正及び相対重量、下垂体絶

対及び補正及び相対重量、副腎絶対及び補正及び相対重量、血清中甲状腺刺激ホルモン濃度、

膣開口日、膣発情周期開始日、発情周期、発情周期又は正常発情周期を有する個体率、甲状腺・

肝臓・卵巣・子宮・腎臓の組織病理学的検査には影響は認められなかった。 
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 想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用、神経毒性 
EDSP では、甲状腺軸への潜在的作用を示す確定的な科学的根拠があるとの判断を示してい

る。 
 
(２)ステロイド産生影響(今回評価対象とする EDSP 試験) 

 Bayer CropScience (2011)によって、メトリブジン(Bayer CropScience と思われる、94.2%) 0.0001、
0.001、0.01、0.1、１、10、100μM(=0.0214、0.214、2.14、2.14、214、2,140、21,400μg/L)の濃

度に 48 時間ばく露したヒト副腎皮質上皮がん細胞への影響が検討されている。その結果とし

て、10μM(=2,140μg/L)以上の濃度区でエストラジオール産生量の高値が認められた。なお、テ

ストステロン産生量、細胞生存率には影響は認められなかった。 
 想定される作用メカニズム：エストラジオール産生誘導 

EDSP では、エストラジオール産生量の濃度依存的増加との判断を示している。 
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